




　
　

　
　

　
　







ⅠⅠ　　貴貴ププレレカカッットト工工場場のの概概要要ににつついいてて

質問１．貴社の顧客について、①～⑥それぞれの割合を、合計100％となるようご記入下さい。

 ①自社使用 ②注文住宅メーカーの指定工場 ③分譲住宅メーカーの指定工場 ④複数の木材流通業者

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

0％

～10％

～30％

～50％

～80％

～100％未満

100％

計

最大値 ％ ％ ％ ％

最小値 ％ ％ ％ ％

平均値 ％ ％ ％ ％



⑤複数の工務店 ⑥その他

件数 ％ 件数 ％

0％

～10％

～30％

～50％

～80％

～100％未満

100％

計

最大値 ％ ％

最小値 ％ ％

平均値 ％ ％

件数 ％ 件数 ％
1社 1社

2社 2社

3社 3社

5社 4社

7社 6社

10社 計

計 平均値 社

平均値 社

④木材流通業者　社数 件数 ％ ⑤工務店　社数 件数 ％

1社 2社

2社 3社

3社 4社

4社 5社

5社 10社

8社 20社

10社 30社

25社 37社

30社 40社

40社 50社

50社 60社

57社 75社

100社 98社

150社 100社

計 157社

平均値 社 200社

300社

計

平均値 社

②注文住宅メーカー指定工場
　社数

③分譲住宅メーカー指定工場
　社数



質問２． 入力者の人員は、貴社の現在の受注量に対して足りていると感じていますか。

件数 ％

十分足りている

概ね足りている

やや足りない

全く足りない

計

質問３．貴社は建築士事務所登録をしていますか。

件数 ％ している場合の種別 件数 ％

している → 一級建築士事務所

していない 二級建築士事務所

計 木造建築士事務所

一級建築士事務所＋二級建築士事務所

計

ⅡⅡ　　木木造造住住宅宅へへのの関関わわりり方方（（工工務務店店ととのの情情報報連連携携のの現現状状、、構構造造チチェェッックク））ににつついいてて

質問４．貴社では、確認申請図書の作成支援を行っていますか。

件数 ％ している場合の建築士名記載・捺印 件数 ％

している → 平屋･2階建て･3階建て全て行っている 　その他記：

していない 3階建てのみ行っている 　　許容応力度計算をした場合

計 その他 　　顧客による

計 　　構造計算

質問５①．貴社では、顧客から伏図の受注を受けるのは確認申請の前、後のどちらですか。

確認申請前 確認申請後 確認申請していない

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

0％

～10％

～30％

～50％

～80％

～100％未満

100％

計

最大値 ％ ％ ％

最小値 ％ ％ ％

平均値 ％ ％ ％



質問②．貴社における伏図の顧客への納品の時期はいつですか。

加工前 納品時 その他

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

0％

～10％

～30％

～50％

～80％

～100％未満

100％

計 その他記：

最大値 ％ ％ ％ 　加工前納品時

最小値 ％ ％ ％ 　見積り時

平均値 ％ ％ ％ 　未提出

質問６①．伏図作成について、発注者全体に占める割合をご記入下さい。

その他

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

0％

～10％

～30％

～50％

～80％

～100％未満

100％

計

最大値 ％ ％ ％

最小値 ％ ％ ％ 　その他記：

平均値 ％ ％ ％ 　　伏図を自社で作成、発注者が確認

質問６②．発注者から伏図付きで発注がくる場合、貴社に送られてくる伏図の質はどのようなレベルですか。

全面修正が必要 多少の修正が必要 修正はほとんどない

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

0％

～10％

～30％

～50％

～80％

～100％未満

100％

計

最大値 ％ ％ ％

最小値 ％ ％ ％

平均値 ％ ％ ％

発注者から伏図付きで
発注がくる

伏図をプレカット工場で
作成し、発注者が確認



ⅢⅢ　　木木造造住住宅宅生生産産のの合合理理化化（（CCAADD入入力力のの合合理理化化））ににつついいてててて

質問７．貴社での伏図作成についてお聞きします。見積もり作成時及び物件受注時のそれぞれについて、発注者からの伏図がある比率はどのくらいですか。

見積り作成時の伏図の有無 件数 ％ 物件受注時の伏図の有無 件数 ％

計 計

質問８．伏図がない物件を受注した際の、伏図作成に要する時間はおおよそどのくらいですか（2階建て40坪として）。

件数 ％ 3.5H以上の場合の時間（記述）

件数 ％

3.5H以上

計 計

質問９．貴社にて見積もりを作成するのに要する時間は、発注者からの伏図がある場合、ない場合のそれぞれについて、おおよそどのくらいかかりますか。

伏図がない場合 件数 ％

3.5H以上の場合の時間（記述）

件数 ％

3.5H以上

計 計



伏図がある場合 件数 ％

3.5H以上の場合の時間（記述）

件数 ％

3.5H以上

計 計

質問10．プレカットの見積もりを提出した際の受注率はどのくらいですか。

件数 ％

計

質問11．顧客からCEDXMデータ変換を求められることはありますか。 質問12．顧客からCEDXMファイルでデータが届いた場合、

　顧客全体に占める比率をお教え下さい。 　そのデータの読み込みは可能ですか。

件数 ％ 件数 ％

なし 可能

可能だが調整が必要

CEDXMデータで届いたことはない

不可能

CEDXMデータで届いたことはない+不可能

計

計



質問13．プレカット工場として課題だと考えていることはどのようなことでしょうか。（複数回答）

件数 ％ その他記：

中大規模木造建築への加工対応 　CADオペレーター・加工者の増員と育成

周辺ビジネスの強化（耐震性能評価、省エネ計算等） 　旧態の価格システム、供給材の相場、営業能力

価格競争からの回避 　建築士の受験資格

新工法の提供（制震ダンパー等） 　構造設計（チェック）等のサービス（有料）

その他 　実際の理にかなった伏図を作成できるプレカット工場の地位向上

サンプル数 　人材確保や省力化

　木造軸組工法の継承



Ⅰ 貴プレカット工場の概要について   

質問１．貴社の顧客について、①～⑥それぞれの割合を、合計 ％となるようご記入下さい。

 ①自社使用

②注文住宅メーカー（ 社）の指定工場

③分譲住宅メーカー（ 社）の指定工場

④複数（ 社）の木材流通業者

⑤複数（ 社）の工務店

 ⑥その他（     ）

（ ）％

（ ）％

（ ）％

（ ）％

（ ）％

（ ）％

合 計  １００  ％

 

質問２． 入力者の人員は、貴社の現在の受注量に対して足りていると感じていますか。該当する項目に

○印を付けて下さい。

1）十分足りている 2）おおむね足りている 3）やや足りない 4）全く足りない 

 

質問３．貴社は建築士事務所登録をしていますか。している場合は、併せて該当する種別に○印を付けて下さい。

1）している →   A．一級建築士事務所 B．二級建築士事務所 C．木造建築士事務所 

  2）していない 

 

Ⅱ 木造住宅への関わり方（工務店との情報連携の現状、構造チェック）について   

質問４．貴社では、確認申請図書の作成支援を行っていますか。また、行っている場合、確認申請書類に構

造担当者として建築士名の記載及び捺印をされていますか。「している」場合は右覧項目にも○印

を付けて下さい。

 ＜確認申請図書の作成を＞ 

1）している → 

2）していない 

 

＜構造担当者として建築士名の記載及び捺印を＞ 

A）平屋･2 階建て･3 階建て全て行っている 

B）3 階建てのみ行っている 

C）その他（ ） 

質問５．貴社では、顧客から伏図の受注を受けるのは確認申請の前、後のどちらですか。また、貴社におけ

る伏図の顧客への納品の時期はいつですか。以下に構成比をご記入下さい。

①伏図の受注時期 

 

1）確認申請前 2）確認申請後 3）確認していない 合計 

％  ％  ％  １００％ 

②伏図の納品時期 

 

1）加工前 2）納品時 3）その他（      ） 合計 

％  ％  ％  １００％ 



質問６．伏図作成について、発注者全体に占める割合をご記入下さい。また、発注者から伏図付きで発注が

くる場合、貴社に送られてくる伏図の質はどのようなレベルですか。併せてご記入下さい。

1）発注者から伏図付きで発注がくる 

2）伏図をプレカット工場で作成し、発注者が確認 

3）その他（ ） 

（ ）％ 

（ ）％ 

（ ）％ 

合計（発注者全体）  １００   ％ 

 

＜発注者からの伏図の質＞ 

1）全面修正が必要 

2）多少の修正が必要 

3）修正はほとんどない 

4）その他（ ） 

（ ）％ 

（ ）％ 

（ ）％ 

（ ）％ 

合 計      １００   ％ 

 

Ⅲ 木造住宅生産の合理化（CCAADD入力の合理化）について   

質問７．貴社での伏図作成についてお聞きします。見積もり作成時及び物件受注時のそれぞれについて、発

注者からの伏図がある比率はどのくらいですか。該当する構成比に○印を付けて下さい。

（1）見積もり作成時の伏図有無 

10％  ・  20％  ・  30％  ・  40％  ・  50％  ・  60％  ・  70％  ・  80％  ・  90％  ・  100％ 

（2）物件受注時の伏図有無 

10％  ・  20％  ・  30％  ・  40％  ・  50％  ・  60％  ・  70％  ・  80％  ・  90％  ・  100％ 

質問８．伏図がない物件を受注した際の、伏図作成に要する時間はおおよそどのくらいですか（ 階建て

坪として）。該当する時間に○印を付けて下さい。

0.5h  ・  1h  ・  1.5h  ・   2h  ・  2.5h ・  3h  ・  3.5h   ・ （ ）h 

 

質問９．貴社にて見積もりを作成するのに要する時間は、発注者からの伏図がある場合、ない場合のそれぞ

れについて、おおよそどのくらいかかりますか。該当する時間にそれぞれ○印を付けて下さい。

＜伏図がない場合＞ 0.5h  ・  1h  ・  1.5h  ・ 2h  ・ 2.5h  ・ 3h  ・ 3.5h  ・（ ）h 

＜伏図がある場合＞ 0.5h  ・  1h  ・  1.5h  ・ 2h  ・ 2.5h  ・ 3h  ・ 3.5h  ・（ ）h 



質問 ．プレカットの見積もりを提出した際の受注率はどのくらいですか。該当する比率に○印を付けて下

さい。

10％  ・  20％  ・  30％  ・  40％  ・  50％  ・  60％  ・  70％  ・  80％  ・  90％  ・  100％ 

 

質問 ．顧客から データ変換を求められることはありますか。顧客全体に占める比率をお教え下

さい。該当する比率に○印を付けて下さい。

10％  ・  20％  ・  30％  ・  40％  ・  50％  ・  60％  ・  70％  ・  80％  ・  90％  ・  100％ 

 

質問 ．顧客から ファイルでデータが届いた場合、そのデータの読み込みは可能ですか。

該当する項目に○印を付けて下さい。

1）可能 2）可能だが調整が必要 3）CEDXM データで届いたことはない 4）不可能

 

質問 ．プレカット工場として課題だと考えていることはどのようなことでしょうか。下記項目より該当

するものに○印をつけて下さい（○印はいくつでも）。

1）中大規模木造建築への加工対応 2）周辺ビジネスの強化（耐震性能評価、省エネ計算等） 

3）価格競争からの回避 4）新工法の提供（制震ダンパー等） 

5）その他（ ） 

 



サンプル数：364

最大値 百万円

最小値 百万円

平均値 百万円

平均値（上下5％減） 百万円

有効回答数

最大値 万円 最大値 人

最小値 万円 最小値 人

平均値 万円 平均値 人

平均値（上下5％減） 万円 平均値（上下5％減） 人

有効回答数 有効回答数

3.3% 

19.2% 

19.5% 

33.2% 

53.8% 

77.5% 

サイディング 

2×4 

大断面 

パネル 

金物仕口 

在来軸組仕口 

加工形状（複数回答） 

4.2% 

16.5% 

13.6% 

29.1% 

11.0% 

11.0% 

2.6% 

4.2% 
7.8% 

年間売上高 

～100百万円 ～500百万円 ～1,000百万円 

～3,000百万円 ～5,000百万円 ～8,000百万円 

～10,000百万円 ～15,000百万円 15,000百万円～ 

20.3% 

10.0% 

12.3% 

24.4% 

10.0% 

10.9% 

10.0% 

0.3% 1.7% 

資本金 

～1,000万円 ～2,000万円 ～3,000万円 

～5,000万円 ～8,000万円 ～10,000万円 

～50,000万円 ～100,000万円 100,000万円～ 

19.4% 

34.8% 
11.9% 

11.0% 

9.6% 

3.8% 
6.7% 

2.3% 0.6% 

企業全体の従業員数 

～20人 ～50人 ～70人 

～100人 ～150人 ～200人 

～500人 ～1,000人 1,000人～ 



最大値 年

最小値 年

平均値 年

有効回答数

最大値 坪 最大値 坪

最小値 坪 最小値 坪

平均値 坪 平均値 坪

平均値（上下各5％減） 坪 平均値（上下各5％減） 坪

有効回答数 有効回答数

サンプル数：152

4.6% 

20.4% 

36.6% 

18.7% 

11.3% 

3.9% 
4.6% 

プレカット開始年 

～1980 1981～1990 1991～1995 1996～2000 

2001～2005 2006～2010 2010～ 

10.6% 

11.4% 

14.0% 

11.0% 
13.6% 

18.2% 

12.9% 

6.1% 

2.3% 

プレカット加工能力（構造材・坪） 

～5,000 ～10,000 ～15,000 

～20,000 ～30,000 ～50,000 

～100,000 ～200,000 200,000～ 

12.8% 

12.3% 

14.9% 

9.7% 13.8% 

17.4% 

11.3% 

5.6% 2.1% 

プレカット加工能力（羽柄材・坪） 

～5,000 ～10,000 ～15,000 

～20,000 ～30,000 ～50,000 

～100,000 ～200,000 200,000～ 

66.4% 

69.1% 

85.5% 

屋根 

壁 

床 

パネル加工の加工部位（複数回答） 



最大値 台 最大値 人

最小値 台 最小値 人

平均値 台 平均値 人

平均値（上下各5％減） 台 平均値（上下各5％減） 人

有効回答数 有効回答数

サンプル数：206

有効回答数：369

有効回答数：369 有効回答数：350

4.5% 

39.7% 

27.9% 

12.5% 

6.1% 

4.5% 
2.9% 0.6% 1.3% 

CADの端末台数 

1台 2～5台 6～10台 

11～15台 16～20台 21～30台 

31～50台 51～100台 101台～ 

5.2% 

43.1% 

29.1% 

11.1% 

4.2% 

4.2% 1.3% 1.0% 0.7% 

CAD部門の人数 

1人 2～5人 6～10人 

11～15人 16～20人 21～30人 

31～50人 51～100人 101人～ 

あり 
20.9% 

－ 
79.1% 

CAD入力の外注依頼 

26.2% 

1.9% 

4.4% 

80.6% 

その他 

地域優良住宅 

地域住宅ブランド化事業 

地域型住宅グリーン化事業 

グループ化の取り組み（複数回答） 

あり 
33.6% 

－ 
66.4% 

今後の設備投資計画 

1工場 
73.4% 

2工場 
16.0% 

3工場 
6.9% 

4工場 
2.3% 

5工場 
0.9% 

6工場 
0.6% 

工場数（本社工場含む） 







CLT情報

行 第１タグ 第２タグ 第３タグ 第４タグ 第５タグ 種類 文字数 個数 補足説明

CLT情報 9.0～ タグ

9.0～ タグ 0～

層 9.0～ 数値 階を表現しますが、実態は、領域３Dによります。

9.0～ 文字

種類1 9.0～ 数値

0：その他
1：床パネル
2：屋根パネル
3：壁パネル
4：天井パネル

種類1名称 9.0～ 文字 種類＝その他（0）の場合は必須

種類2 9.0～ 数値
A層Bプライを　A,B　で表記します。
例　　５層７プライの場合

各ラミナー層状態 9.0～ タグ A層Bプライの各ラミナー層の詳細情報を表現します。

ラミナー層No 9.0～ 数値

種類1＝1：床パネル、2：屋根パネル、4：天井パネルの
場合は、上面から下面に向かって、1,2,3,...と、各ラミ
ナー層を表現します。
種類1＝3：壁パネルの場合は、当該右回りポリゴンに
対して奥行方向にCLT厚みがあるため、手前面から
1,2,3,…と、各ラミナー層を表現します。

強弱軸 9.0～ 数値 ラミナーの強弱を指定します。　0：強、1：弱

樹種 9.0～ 文字 ラミナーの樹種を指定します。

等級 9.0～ 文字 ラミナーの等級を指定します。

幅 9.0～ 数値 ラミナーの幅を指定します。

成 9.0～ 数値 ラミナーの成を指定します。

CLT厚み 9.0～ 数値 単位： mm

強軸方向 9.0～ タグ 領域3D構面↑の２点で強軸ｊ方向を表現します。

ベクトル 9.0～ 数値
単位： mm
始点X,Y,終点X,Y
例： ベクトル = 910.0,910 1820.0,910.0

領域3D 9.0～ タグ

種類1＝1：床パネル、2：屋根パネル、4：天井パネルの
場合は、上面のポリゴンをXYZの点列で表現します。Z
はGL基準です。なお、当該ポリゴンの下方向にCLT厚
みがあることとします。
種類1＝3：壁パネルの場合は、表裏いずれかのポリゴ
ンを右回りのXYZの羅列で表現します。ZはGL基準と
なります。
なお、当該右回りポリゴンに対して奥行方向にCLT厚
みがあることとします。

なお、厚み断面がカネ以外の面がある場合には、最大
外周形状を表現します。

点数 9.0～ 数値

点列 9.0～ 数値

単位： mm
X,Y,Z値
例： 点列 = 5370.0,2640.0,1000.0

加工詳細形状 9.0～ タグ 0～
当該CLTに存在する欠き取り、BOX彫、ドリル穴など
の加工を記載します。加工詳細形状ブロックを必要数
だけ繰り返します。

加工名称 9.0～
文字
列

加工名称を記述します。

加工ＩＤ 9.0～
文字
列

加工IDを記述します。

パラメータタグ 9.0～ 0～

"パラメータタグ"は、タグ名称ではありません。
本来のタグ名称は、加工毎に定義されており、当該タ
グの数も加工毎に異なっておりますため、巻末の加工
詳細資料をご確認ください。
例　　'カット面(ptOrg)'

☆：CLTは、61ｍ以下の物件が建築可能と考えられるため、層はあまり重要でなく、領域3DのZにより、3D空間に存在します。

図中参
照記号

第５タグ 種類 個数 補足説明１ 補足説明２

名称 9.0～ 文字列 ==溝溝加加工工

加工原点3DptOrg 9.0～ 数値 x、y、z

X方向3DvecX 9.0～ 数値
加工原点を始点とするX方向ベクトル終点座標x、y、z
加工幅Bの中心がX原点

Y方向3DvecY 9.0～ 数値
加工原点を始点とするY方向ベクトル終点座標x、y、z
加工深さ方向の加工開始点がY原点

Z方向3DvecZ 9.0～ 数値
加工原点を始点とするZ方向ベクトル終点座標x、y、z
加工長さAの中心がZ原点

加工長さ 9.0～ 数値

加工幅 9.0～ 数値

加工深さ 9.0～ 数値

当該４値により、加工そのものを任意方向
に３次元回転し、直方体の任意の個所と
干渉させることで、当該箇所の当該加工を
表現しております。

各各方方向向ベベククトトルル（（矢矢印印））がが向向いいてていいるる方方がが

各各軸軸ののププララスス 



【改訂箇所】ＣＥＤＸＭ評議会指定金物マスターフォーマット（金物データ部の属性項目）

（Ver2.3） → （Ver2.4）

項目 データ 必須 備　考 項目 データ 必須 備　考

Pyの平均値 数値 必須 Pyの平均値 数値 必須

δy（降伏時の変位）の平均値 数値 必須 δy（降伏時の変位）の平均値 数値 必須

2/3Pmaxの平均値 数値 必須 0.9Pmax時の変位の平均値 数値

Pmax時の変位の平均値 数値 必須 Pmaxの平均値 数値

Puの平均値 数値
wallstat側での例外処理として、Pu（№
34,38）がない場合、Pu = 0.8Pmaxで補完

Pmax時の変位の平均値 数値 必須

δuの平均値 数値

δuがない場合、0.8Pmax付近を目視で確認
することも可
wallstat側での例外処理として、δu（№
35）がない場合、δu =を1.1×Pmax時の変
位で補完（安全側の評価）

Puの平均値 数値
wallstat側での例外処理として、Pu（№

）がない場合、Pu = 0.8Pmaxで補完

Pyのバラツキ係数 数値 必須 δuの平均値 数値

δuがない場合、0.8Pmax付近を目視で確認す
ることも可
wallstat側での例外処理として、δu（№
）がない場合、δu =を1.1×Pmax時の変位

で補完（安全側の評価）

2/3Pmaxのバラツキ係数 数値 必須 Pyのバラツキ係数 数値 必須

Puのバラツキ係数 数値
wallstat側での例外処理として、Pu（№
34,38）がない場合、Pu = 0.8Pmaxで補完

Pmaxのバラツキ係数 数値 必須

δvの平均値 数値 Puのバラツキ係数 数値
wallstat側での例外処理として、Pu（№

）がない場合、Pu = 0.8Pmaxで補完

δvの平均値 数値

CEDXM金物フォーマット 
 

荷
重

 

変形 

※※CEDXM金金物物フフォォーーママッットト（（太太青青字字はは必必須須項項目目）） 

30列列目目 Pyのの平平均均値値 

31列列目目 δy（（降降伏伏時時のの変変位位））のの平平均均値値 

33列列目目 Pmaxのの平平均均値値 

34列列目目 Pmax時時のの変変位位のの平平均均値値 

35列目 Puの平均値※※2 

36列目 δuの平均値（数値がない場合目視Ok※※1） 

37列列目目 Pyののババララツツキキ係係数数 

38列列目目 Pmaxののババララツツキキ係係数数 

39列目 Puのバラツキ係数 

※※2 wallstat側側ででのの例例外外処処理理 

35、39列目が無い場合 Pu = 0.8Pmaxで補完 

36列目 ：δuが無い場合 δu =を1.1×Pmax時の変位で補完（安全側の評価） 

40列目 δvの平均値 

※※1  δuのの目目視視処処理理 

36列目：δuが無い場合 0.8Pmax付近を目視で確認することもOK 

バラツキ係数Cn =  1－CV・k  
※Py等の荷重に既に乗じられている場合は乗じない 
 CV ：変動係数（標本標準偏差／平均値） 
 k ：信頼水準75％における95％下側許容限界 

 値を求めるための係数 

δy δu Pmax時のδ 0.9Pmax時のδ 

Pmax 

0.9Pmax 

Py 

Pu 

5%下限値 

32列列目目 0.9Pmax時時のの変変位位のの平平均均値値 



　

　　　　 　

　　　　 　

　　　　 　

　　　　 　

　　　　 　

　　　　
　
　

　

　　　　 　

　　　　 　




